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〔展開公式1〕(ａ＋ｂ)(ｃχ＋ｄ)＝ａｃχ2＋(［　　ａｄ＋ｂｃ　　］)χ＋ｂｄ　

ア＋イ　(外外＋内内)
⋇(4χ＋ｙ)(3χ－2ｙ)を展開せよ。
解）(4χ＋ｙ)(3χ－2ｙ)
[image: image511.wmf]2

　　＝[image: image512.wmf]2

12χ2＋(［　　－8＋3　　］)χｙ－［　　2ｙ2　　］
[image: image513.wmf]2

　＝［　　12χ2－5χｙ－2ｙ2　　］

答）［　　12χ2－5χｙ－2ｙ2　　］
〔展開公式2〕 (ａ±ｂ)3＝［　　ａ3±3ａ2ｂ＋3ａｂ2±ｂ3　　］
⋇(3χ－2ｙ)3　を展開せよ。

解）(ａ－ｂ)3＝［　　ａ3－3ａ2ｂ＋3ａｂ2－ｂ3　　］より，（以下計算せよ）

(3χ－2ｙ)3
＝(3χ)3－3×(3χ)2×2ｙ＋3×3χ×(－2ｙ)2－(2ｙ)3
＝27χ3－54χ2ｙ＋36χｙ2－8ｙ3
答）［　　27χ3－54χ2ｙ＋36χｙ2－8ｙ3　　］
[image: image514.wmf]7
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〔展開公式3〕 (ａ＋ｂ)(ａ2－ａｂ＋ｂ2)＝ａ3＋ｂ3
　　　　　中は1つマイナスで覚えよう。
　　　　　 (ａ－ｂ)(ａ2＋ａｂ＋ｂ2)＝ａ3－ｂ3
　　　　　中は全部プラスで覚えよう。
⋇(5χ－3ｙ)(25χ2＋15χｙ＋9ｙ2)　を展開せよ。

解）(ａ－ｂ)［　　 (ａ2＋ａｂ＋ｂ2) 　　］＝ａ3－ｂ3　より，　（以下計算せよ）

(5χ－3ｙ)(25χ2＋15χｙ＋9ｙ2)
＝(5χ)3－(3ｙ)3
＝125χ3－27ｙ3
答）［　　125χ3－27ｙ3　　］
〔展開公式4〕 (ａ＋ｂ＋ｃ)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝ａeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｃeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋2ａｂ＋2ｂｃ＋2ｃａ

⋇(χ－2ｙ＋3ｚ)2　を展開せよ。

解）(ａ＋ｂ＋ｃ)2
＝［　　　ａ2＋ｂ2＋ｃ2＋2ａｂ＋2ｂｃ＋2ｃａ　　　］より，（以下計算せよ）

(χ－2ｙ＋3ｚ)2
＝χ2＋(－2ｙ)2＋(3ｚ)2＋2×χ×(－2ｙ)＋2×(－2ｙ)×3ｚ＋2×χ×3ｚ

＝χ2＋4ｙ2＋9ｚ2－4χｙ－12ｙｚ＋6χｚ

答）［　　χ2＋4ｙ2＋9ｚ2－4χｙ－12ｙｚ＋6χｚ　　］

〔展開公式1〕(ａ＋ｂ)(ｃχ＋ｄ)＝ａｃχ2＋(［　　ａｄ＋ｂｃ　　］)χ＋ｂｄ　

ア＋イ　(外外＋内内)
⋇(4χ＋ｙ)(3χ－2ｙ)を展開せよ。

解）(4χ＋ｙ)(3χ－2ｙ)
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12χ2＋(［　　－8＋3　　］)χｙ－［　　2ｙ2　　］
[image: image518.wmf]2

　＝［　　12χ2－5χｙ－2ｙ2　　］

答）［　　12χ2－5χｙ－2ｙ2　　］
〔展開公式2〕 (ａ±ｂ)3＝［　　ａ3±3ａ2ｂ＋3ａｂ2±ｂ3　　］
⋇(3χ－2ｙ)3　を展開せよ。

解）(ａ－ｂ)3＝［　　ａ3－3ａ2ｂ＋3ａｂ2－ｂ3　　］より，（以下計算せよ）
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(3χ－2ｙ)3
＝(3χ)3－3×(3χ)2×2ｙ＋3×3χ×(－2ｙ)2－(2ｙ)3
＝27χ3－54χ2ｙ＋36χｙ2－8ｙ3
答）［　　27χ3－54χ2ｙ＋36χｙ2－8ｙ3　　］
[image: image520.wmf]2

[image: image521.wmf]2

〔展開公式3〕 (ａ＋ｂ)(ａ2－ａｂ＋ｂ2)＝ａ3＋ｂ3
　　　　　中は1つマイナスで覚えよう。
　　　　　 (ａ－ｂ)(ａ2＋ａｂ＋ｂ2)＝ａ3－ｂ3
　　　　　中は全部プラスで覚えよう。
⋇(5χ－3ｙ)(25χ2＋15χｙ＋9ｙ2)　を展開せよ。

[image: image522.wmf]2

解）(ａ－ｂ)［　　 (ａ2＋ａｂ＋ｂ2) 　　］＝ａ3－ｂ3　より，　（以下計算せよ）

(5χ－3ｙ)(25χ2＋15χｙ＋9ｙ2)
＝(5χ)3－(3ｙ)3
＝125χ3－27ｙ3
答）［　　125χ3－27ｙ3　　］
〔展開公式4〕 (ａ＋ｂ＋ｃ)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝ａeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｃeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋2ａｂ＋2ｂｃ＋2ｃａ

⋇(χ－2ｙ＋3ｚ)2　を展開せよ。

解）(ａ＋ｂ＋ｃ)2
＝［　　　ａ2＋ｂ2＋ｃ2＋2ａｂ＋2ｂｃ＋2ｃａ　　　］より，（以下計算せよ）

[image: image523.wmf]5

(χ－2ｙ＋3ｚ)2
＝χ2＋(－2ｙ)2＋(3ｚ)2＋2×χ×(－2ｙ)＋2×(－2ｙ)×3ｚ＋2×χ×3ｚ

＝χ2＋4ｙ2＋9ｚ2－4χｙ－12ｙｚ＋6χｚ

答）［　　χ2＋4ｙ2＋9ｚ2－4χｙ－12ｙｚ＋6χｚ　　］
〔展開公式・応用〕置き換えによる展開の工夫
⋇(ａ－ｂ＋5)(ａ－ｂ＋7)　 を展開せよ。
解）ａ－ｂ＝Ａとする。

(ａ－ｂ＋5)(ａ－ｂ＋7)　　（以下計算せよ）

＝(Ａ＋5)(Ａ＋7)　

＝Ａ2＋12Ａ＋35

＝(ａ－ｂ)2＋12(ａ－ｂ)＋35

＝ａ2－2ａｂ＋ｂ2＋12ａ－12ｂ＋35

答）［　　ａ2－2ａｂ＋ｂ2＋12ａ－12ｂ＋35　　］

⋇(ａ－2ｂ－ｃ)(ａ＋2ｂ＋ｃ) を展開せよ。
ヒント：並び替える…うまくいかない。→（　）でくくる。

解）(ａ－2ｂ－ｃ)(ａ＋2ｂ＋ｃ)＝｛ａ－(2ｂ＋ｃ)｝｛ａ＋(2ｂ＋ｃ)｝
2ｂ＋ｃ＝Ａとする。　　（以下計算せよ）

｛ａ－(2ｂ＋ｃ)｝｛ａ＋(2ｂ＋ｃ)｝
＝(ａ－Ａ) (ａ＋Ａ)

＝ａ2－Ａ2
＝ａ2－(2ｂ＋ｃ)2
＝ａ2－4ｂ2－4ｂｃ－ｃ2
答）［　　ａ2－4ｂ2－4ｂｃ－ｃ2　　］

〔展開公式・応用〕置き換えによる展開の工夫

⋇(ａ－ｂ＋5)(ａ－ｂ＋7)　 を展開せよ。

解）ａ－ｂ＝Ａとする。

(ａ－ｂ＋5)(ａ－ｂ＋7)　　（以下計算せよ）

[image: image524.wmf]5

＝(Ａ＋5)(Ａ＋7)　

＝Ａ2＋12Ａ＋35

＝(ａ－ｂ)2＋12(ａ－ｂ)＋35

＝ａ2－2ａｂ＋ｂ2＋12ａ－12ｂ＋35

答）［　　ａ2－2ａｂ＋ｂ2＋12ａ－12ｂ＋35　　］

⋇(ａ－2ｂ－ｃ)(ａ＋2ｂ＋ｃ) を展開せよ。

ヒント：並び替える…うまくいかない。→（　）でくくる。

解）(ａ－2ｂ－ｃ)(ａ＋2ｂ＋ｃ)＝｛ａ－(2ｂ＋ｃ)｝｛ａ＋(2ｂ＋ｃ)｝
2ｂ＋ｃ＝Ａとする。　　（以下計算せよ）

[image: image525.wmf]5

｛ａ－(2ｂ＋ｃ)｝｛ａ＋(2ｂ＋ｃ)｝
＝(ａ－Ａ) (ａ＋Ａ)

＝ａ2－Ａ2
＝ａ2－(2ｂ＋ｃ)2
＝ａ2－4ｂ2－4ｂｃ－ｃ2
答）［　　ａ2－4ｂ2－4ｂｃ－ｃ2　　］


〔因数分解〕3乗の和差の因数分解

⋇χ3－27　を因数分解せよ。

解）ａ3－ｂ3＝(［　　ａ－ｂ　　］)(［　　ａ2＋ａｂ＋ｂ2　　］)　より，

χ3－27＝χ3－33　

＝［　　　(χ－3)(χ2＋3χ＋9)　　　］
答）［　　　(χ－3)(χ2＋3χ＋9)　　　］
〔因数分解〕
⋇2χ2＋5χｙ＋2ｙ2－5χ－ｙ－3　を因数分解せよ。
ヒント：χの降べきの順にする。

○χ2＋○χ＋(　　　　　)　ここが因数分解できる！

解）2χ2＋5χｙ＋2ｙ2－5χ－ｙ－3

＝2χ2＋(5ｙ－5)χ＋2ｙ2－ｙ－3

＝2χ2＋(5ｙ－5)χ＋(2ｙ－3)(ｙ＋1)　　（以下計算せよ）
[image: image526.wmf]5

2　　 ｙ＋1　――  ｙ＋1
1　　2ｙ－3　―― 4ｙ－6
[image: image527.wmf]5

5ｙ－5　　より，
＝｛2χ＋(ｙ＋1)｝｛χ＋(2ｙ－3)｝
＝(2χ＋ｙ＋1)(χ＋2ｙ－3)
答）［　　(2χ＋ｙ＋1)(χ＋2ｙ－3)　　］
〔因数分解〕最低次数の項に着目して因数分解する
☞因数分解では文字の次数を先に考えること。
⋇χ2＋ｙ2＋2χｙ－ｙｚ－χｚ　を因数分解せよ。

ヒント：χの2次式，ｙの2次式，ｚの1次式。

解）χ2＋ｙ2＋2χｙ－ｙｚ－χｚ
χ＋ｙ＝Ａとする

＝－ｚ(χ＋ｙ)＋χ2＋2χｙ＋ｙ2
＝－ｚＡ＋Ａ2
＝－ｚ(χ＋ｙ)＋(χ＋ｙ)2　 
＝Ａ(－ｚ＋Ａ)

＝(χ＋ｙ)(χ＋ｙ－ｚ)

答）［　　(χ＋ｙ)(χ＋ｙ－ｚ)　　］
〔因数分解〕展開公式(ａχ＋ｂ)(ｃχ＋ｄ)を使った因数分解
⋇6χ2＋χｙ－2ｙ2　を因数分解せよ。
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解）3　　 2　――  4

2　　-1　―― -3

[image: image529.wmf]−
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よって，6χ2＋χｙ－2ｙ2＝［　　(3χ＋2ｙ)(2χ－ｙ)　　］

答）［　　(3χ＋2ｙ)(2χ－ｙ)　　］

〔因数分解〕3乗の和差の因数分解

⋇χ3－27　を因数分解せよ。

解）ａ3－ｂ3＝(［　　ａ－ｂ　　］)(［　　ａ2＋ａｂ＋ｂ2　　］)　より，

χ3－27＝χ3－33　

＝［　　　(χ－3)(χ2＋3χ＋9)　　　］
答）［　　　(χ－3)(χ2＋3χ＋9)　　　］

〔因数分解〕

⋇2χ2＋5χｙ＋2ｙ2－5χ－ｙ－3　を因数分解せよ。
ヒント：χの降べきの順にする。

○χ2＋○χ＋(　　　　　)　ここが因数分解できる！

解）2χ2＋5χｙ＋2ｙ2－5χ－ｙ－3

＝2χ2＋(5ｙ－5)χ＋2ｙ2－ｙ－3

＝2χ2＋(5ｙ－5)χ＋(2ｙ－3)(ｙ＋1)　　（以下計算せよ）
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2　　 ｙ＋1　――  ｙ＋1
1　　2ｙ－3　―― 4ｙ－6
[image: image532.wmf]α

β

5ｙ－5　　より，
＝｛2χ＋(ｙ＋1)｝｛χ＋(2ｙ－3)｝
＝(2χ＋ｙ＋1)(χ＋2ｙ－3)
答）［　　(2χ＋ｙ＋1)(χ＋2ｙ－3)　　］

〔因数分解〕最低次数の項に着目して因数分解する

☞因数分解では文字の次数を先に考えること。
⋇χ2＋ｙ2＋2χｙ－ｙｚ－χｚ　を因数分解せよ。

ヒント：χの2次式，ｙの2次式，ｚの1次式。

解）χ2＋ｙ2＋2χｙ－ｙｚ－χｚ
χ＋ｙ＝Ａとする

[image: image533.wmf]α

β

＝－ｚ(χ＋ｙ)＋χ2＋2χｙ＋ｙ2
＝－ｚＡ＋Ａ2
＝－ｚ(χ＋ｙ)＋(χ＋ｙ)2　 
＝Ａ(－ｚ＋Ａ)

＝(χ＋ｙ)(χ＋ｙ－ｚ)

答）［　　(χ＋ｙ)(χ＋ｙ－ｚ)　　］

〔実数―循環小数〕循環小数を分数になおす
⋇0.123　を分数にせよ。
解）0.123＝0.123123123123……

0.123＝χとする。

両辺を1000倍する　123.123123123……＝1000χ　……①

ここで，
0.123123123……＝　  χ　……②　より，

①－②　123.123123123……
＝1000χ

[image: image534.wmf]α

β

－）　0.123123123……
＝　 χ

［　　123　　］
＝［　　999χ　　］

　　∴　χ＝［　　
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　　］＝［　　　　］
答）［　　
[image: image3.wmf]3
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⋇0.36　を分数にせよ。

解）0.36＝χとする。　両辺を100倍する。（以下計算せよ）

36.363636……＝100χ　……①

ここで，0.363636……＝　 χ　……②　

[image: image535.wmf]3

①－②より，　36＝99χ　∴　χ＝
[image: image4.wmf]3
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答）［　　
[image: image6.wmf]1
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〔実数―無理数〕
少数は次のように分類されます。

[image: image536.wmf]3

[image: image537.wmf]3

［　　有限　　］小数　
[image: image7.wmf]1

0

3

＝0.3など，分数に表すことが｛ できる　・　できない ｝。

小数
［　　循環　　］小数　0.123123123…＝0.123など，分数に表

［　　無限　　］小数
すことが｛ できる ・ できない ｝。

[image: image538.wmf]3

［　　無理　　］数　 π＝3.1415…，
[image: image8.wmf]2

＝1.4142…など分数に表すことが｛ できる ・ できない ｝。

数は大きく分けて分数で表すことのできる数と，分数で表せない数とに分けられます。分数で表すことのできる数を［　　　有理数　　　］といいます。｛ 整数　・　自然数　・　有限小数　・　循環小数　・　無理数 ｝は，分数で表せるので有理数です。

これと，分数で表すことのできない｛ 有限小数　・　循環小数　・　無理数 ｝があります。

この有理数と無理数を，あわせて［　　　実数　　　］と呼びます。

[image: image539.wmf]3

整数　　　　　　　　 1，2，3，-1，-2，0など

[image: image540.wmf]3

[image: image541.wmf]3
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[image: image543.bmp][image: image544.bmp][image: image545.bmp]［　　有理　　］数　
［　　有限　　］小数　0.3＝
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実数　
［　　循環　　］小数

［　　無理　　］数　
循環しない無限小数

π＝3.141592…，
[image: image11.emf]2
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＝1.414213…

〔実数―循環小数〕循環小数を分数になおす

⋇0.123　を分数にせよ。

解）0.123＝0.123123123123……

0.123＝χとする。

両辺を1000倍する　123.123123123……＝1000χ　……①

ここで，
0.123123123……＝　  χ　……②　より，

①－②　123.123123123……
＝1000χ

[image: image546.wmf]−
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－）　0.123123123……
＝　 χ
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［　　123　　］
＝［　　999χ　　］

　　∴　χ＝［　　
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答）［　　
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⋇0.36　を分数にせよ。

解）0.36＝χとする。　両辺を100倍する。（以下計算せよ）

36.363636……＝100χ　……①

ここで，0.363636……＝　 χ　……②　

①－②より，　36＝99χ　∴　χ＝
[image: image15.wmf]3
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答）［　　
[image: image17.wmf]1
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〔実数―無理数〕

少数は次のように分類されます。

［　　有限　　］小数　
[image: image18.wmf]1

0

3

＝0.3など，分数に表すことが｛ できる　・　できない ｝。

小数
［　　循環　　］小数　0.123123123…＝0.123など，分数に表

［　　無限　　］小数
すことが｛ できる ・ できない ｝。

［　　無理　　］数　 π＝3.1415…，
[image: image19.wmf]2

＝1.4142…など分数に表すことが｛ できる ・ できない ｝。

数は大きく分けて分数で表すことのできる数と，分数で表せない数とに分けられます。分数で表すことのできる数を［　　　有理数　　　］といいます。｛ 整数　・　自然数　・　有限小数　・　循環小数　・　無理数 ｝は，分数で表せるので有理数です。

これと，分数で表すことのできない｛ 有限小数　・　循環小数　・　無理数 ｝があります。

この有理数と無理数を，あわせて［　　　実数　　　］と呼びます。

整数　　　　　　　　 1，2，3，-1，-2，0など

［　　有理　　］数　
［　　有限　　］小数　0.3＝
[image: image20.wmf]1
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実数　
［　　循環　　］小数

［　　無理　　］数　
循環しない無限小数

π＝3.141592…，
[image: image22.emf]2




2

＝1.414213…

⋇次の数の中から無理数を選べ。
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　・　π　・　0.123 ｝
⋇有理数と無理数を合わせた数を何というか。
［　　　実数　　　］

⋇πや
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などのように，循環しない(無限)小数を何というか。
［　　　無理数　　　］

〔平方根の計算〕
⋇次の平方根を求めよ。
1［　　±1　　］　　13［　　±
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〔平方根の計算―積と商〕
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⋇次の計算をせよ。


[image: image38.wmf]3

×
[image: image39.wmf]5

×
[image: image40.wmf]2

＝［　
[image: image41.wmf]3

0

　］


[image: image42.wmf]1

8

÷
[image: image43.wmf]2

＝
[image: image44.wmf]1

8

2

＝
[image: image45.wmf]9

＝［　3　］
〔平方根の計算―√からくくりだす〕
☞　(
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＝ａ　２乗は外に出る　（ただし，ａ＞0）
⋇次の平方根を簡単にせよ。
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⋇次の数の中から無理数を選べ。
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　・　π　・　0.123 ｝
⋇有理数と無理数を合わせた数を何というか。
［　　　実数　　　］

⋇πや
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などのように，循環しない(無限)小数を何というか。
［　　　無理数　　　］

〔平方根の計算〕
⋇次の平方根を求めよ。
1［　　±1　　　］　　13［　　±
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〔平方根の計算―積と商〕
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⋇次の計算をせよ。
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〔平方根の計算―√からくくりだす〕
☞　(
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＝ａ　２乗は外に出る　（ただし，ａ＞0）
⋇次の平方根を簡単にせよ。
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〔平方根の計算―和と差〕
⋇次の計算をせよ。
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　　　ヒント：簡単にしてから計算する。


[image: image105.wmf]1

8

－
[image: image106.wmf]8

＝
[image: image107.wmf]1

8

−

8

　　これは絶対にやらないように！

解）
[image: image108.wmf]1

8

－
[image: image109.wmf]8

＝
[image: image110.wmf]3

2

×

2

－
[image: image111.wmf]2

2

×

2

　（以下計算せよ）
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答）［　　2　　］
〔平方根の計算―分母の有理化〕
⋇次の分母を有理化せよ。
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〔平方根の計算―和と差〕
⋇次の計算をせよ。
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　　　ヒント：簡単にしてから計算する。
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　　これは絶対にやらないように！

解）
[image: image158.wmf]1

8

－
[image: image159.wmf]8

＝
[image: image160.wmf]3

2

×

2

－
[image: image161.wmf]2

2

×

2

　（以下計算せよ）
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答）［　　2　　］
〔平方根の計算―分母の有理化〕

⋇次の分母を有理化せよ。
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　（以下計算せよ）
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－1を分子分母にかける。
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〔不等式―数直線での範囲〕

⋇χの範囲を数直線上で示せ。
9χ＋5＞7χ＋1　　　　　


-4 -3 -2 -1  0  1  2  3  4  5　　　　　　　

9χ－7χ＞1－5　　　

2χ＞－4　　　

χ＞－2　　　
答）［　　χ＞－2　　］

〔不等式の応用１―数についての問題〕

⋇ある正の整数に4を加え2倍したものは，ある正の整数を5倍して6をひいたものより大きいという。この整数をすべて求めよ。
途中の計算を注意しましょう。

解）(χ＋4)×［　　2　　］＞5χ－［　　6　　］（以下計算せよ）
2χ＋8　＞5χ－6
2χ－5χ＞－6－8
－3χ＞－14
χ＜－14÷(－3)
χ＜
[image: image205.wmf]1

4

3

　　　　　　となり，割り切れません。

このようなときは，帯分数にしてください。

χ＜
[image: image206.wmf]4

2

3

　　　　　　注）小数にしてもよいが，面倒だと思います。


　　　　　　　　　　　　　　　　
よって，→答）［　　χ＝1，2，3，4　　　］

☞不等式で割り切れないときは，帯分数で考えよう。
⋇不等式χ－6＜3χ＋1の解のうち，最小の整数を求めよ。

解）χ－6　＜3χ＋1　　
これを数直線で表すと，

χ－3χ＜1＋6
－2χ＜7
χ＞7÷(－2) 


χ＞
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よく範囲を見てください。

χ＞
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あてはまる整数は，－3，－2，－1，0，……となって

　　　　
います。この中で，最小のものは「－3」

よって，　　
答）［　　χ＝－3　　］となります。

〔不等式―数直線での範囲〕

⋇χの範囲を数直線上で示せ。
9χ＋5＞7χ＋1　　　　　

-4 -3 -2 -1  0  1  2  3  4  5　　　　　　　

9χ－7χ＞1－5　　　

2χ＞－4　　　

χ＞－2　　　
答）［　　χ＞－2　　］

〔不等式の応用１―数についての問題〕

⋇ある正の整数に4を加え2倍したものは，ある正の整数を5倍して6をひいたものより大きいという。この整数をすべて求めよ。
途中の計算を注意しましょう。

解）(χ＋4)×［　　2　　］＞5χ－［　　6　　］（以下計算せよ）
2χ＋8　＞5χ－6
2χ－5χ＞－6－8
－3χ＞－14
χ＜－14÷(－3)
χ＜
[image: image209.wmf]1
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　　　　　　となり，割り切れません。

このようなときは，帯分数にしてください。

χ＜
[image: image210.wmf]4
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3

　　　　　　注）小数にしてもよいが，面倒だと思います。


　　　　　　　　　　　　　　　　
よって，→答）［　　χ＝1，2，3，4　　　］

☞不等式で割り切れないときは，帯分数で考えよう。
⋇不等式χ－6＜3χ＋1の解のうち，最小の整数を求めよ。

解）χ－6　＜3χ＋1　　
これを数直線で表すと，

χ－3χ＜1＋6
－2χ＜7
χ＞7÷(－2) 


χ＞
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よく範囲を見てください。

χ＞
[image: image212.wmf]−
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あてはまる整数は，－3，－2，－1，0，……となって

　　　　
います。この中で，最小のものは「－3」

よって，　　
答）［　　χ＝－3　　］となります。

☞これらの問いについて，数直線上で考えることが大切です。

　　必ず数直線で確認しましょう！

⋇不等式8χ＋1＜5χ＋10を成り立たせるχの値のうち，最も大きい整数を求めよ。
解）8χ＋1　＜5χ＋10　　
これを数直線で表すと，

8χ－5χ＜10－1
3χ＜9
χ＜3　　　


数直線上の範囲を見てください。あてはまるχは，…－2，－1，0，1，2です。

この中で，最大の整数は「2」です。よって，　　
答）［　　χ＝2　　　］となります。
〔不等式の応用２―代金についての問題〕

⋇1個70円のりんごと1個55円の梨をあわせて20個買い，その代金を1300円以下におさえたい。りんごは最大何個まで買えるか。

解）りんごの個数をχ個とすると，梨の個数は(［ア．　20－χ　　　］)個とおける。

（以下，式をたてて計算せよ）

70χ＋55(20－χ)≦1300
70χ＋1100－55χ≦1300
15χ≦200

χ≦
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数直線より，りんごの最大個数は13個。

答）［　　13　　］個


☞これらの問いについて，数直線上で考えることが大切です。

　　必ず数直線で確認しましょう！

⋇不等式8χ＋1＜5χ＋10を成り立たせるχの値のうち，最も大きい整数を求めよ。
解）8χ＋1　＜5χ＋10　　
これを数直線で表すと，

8χ－5χ＜10－1
3χ＜9
χ＜3　　　


数直線上の範囲を見てください。あてはまるχは，…－2，－1，0，1，2です。

この中で，最大の整数は「2」です。よって，　　
答）［　　χ＝2　　　］となります。
〔不等式の応用２―代金についての問題〕

⋇1個70円のりんごと1個55円の梨をあわせて20個買い，その代金を1300円以下におさえたい。りんごは最大何個まで買えるか。

解）りんごの個数をχ個とすると，梨の個数は(［ア．　20－χ　　　］)個とおける。

（以下，式をたてて計算せよ）

70χ＋55(20－χ)≦1300
70χ＋1100－55χ≦1300
15χ≦200

χ≦
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数直線より，りんごの最大個数は13個。
答）［　　13　　］個


〔不等式の応用２―距離についての問題〕

⋇Ａ君の家から学校までの道のりは1800ｍである。はじめ分速80ｍで歩き途中から分速200ｍで走るとする。家から学校まで18分以内で着くには何ｍ以上の道のりをＡ君は走る必要があるか。


解）走る距離をχｍとすると，歩く距離は（［ア．　1800－χ　　］）ｍとおける。(以下計算せよ)
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両辺に400をかける
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答）［　　600 ｍ以上　　］
〔連立不等式〕χの範囲
⋇次の①，②の範囲を同時に満たすχの範囲を求めよ。

－1≦χ　……①
χ＜3　 ……②

解）数直線で表すと，



答）［　－1　　］≦ χ＜［　3　　］　

〔連立不等式〕連立方程式を解く　計算(１)
4χ＋3＜－13　　
……①

2χ＋1≦3χ＋10　……②

解）①より，4χ＋3＜－13　
②より，2χ＋1≦3χ＋10
（以下計算せよ）
（以下計算せよ）

4χ＜－13－3
2χ－3χ≦10－1
4χ＜－16
－χ≦9
 χ＜－16÷4
χ≧－9
χ＜－4
以上より，


答）［　－9　　］≦χ＜［　－4　　］


〔不等式の応用２―距離についての問題〕

⋇Ａ君の家から学校までの道のりは1800ｍである。はじめ分速80ｍで歩き途中から分速200ｍで走るとする。家から学校まで18分以内で着くには何ｍ以上の道のりをＡ君は走る必要があるか。


解）走る距離をχｍとすると，歩く距離は（［ア．　1800－χ　　］）ｍとおける。(以下計算せよ)
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両辺に400をかける
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答）［　　600 ｍ以上　　］
〔連立不等式〕χの範囲
⋇次の①，②の範囲を同時に満たすχの範囲を求めよ。

－1≦χ　……①

χ＜3　 ……②

解）数直線で表すと，



答）［　－1　　］≦ χ＜［　3　　］　

〔連立不等式〕連立方程式を解く　計算(１)
4χ＋3＜－13　　
……①

2χ＋1≦3χ＋10　……②

解）①より，4χ＋3＜－13　
②より，2χ＋1≦3χ＋10
（以下計算せよ）
（以下計算せよ）

4χ＜－13－3
2χ－3χ≦10－1
4χ＜－16
－χ≦9
 χ＜－16÷4
χ≧－9
χ＜－4
以上より，


答）［　－9　　］≦χ＜［　－4　　］


〔連立不等式〕連立方程式を解く　計算(２)
⋇2(3χ－1)≦4χ－6＜3(5－χ)

解）　2(3χ－1)≦4χ－6　……①

4χ－6＜3(4－χ)　 ……②

①より，　　
②より，

2(3χ－1)≦4χ－6　　
4χ－6＜3(5－χ)

6χ－2≦4χ－6　　
4χ－6＜15－3χ

6χ－4χ≦－6＋2　　
4χ＋3χ＜15＋6

2χ≦－4　　
7χ＜21

χ≦－2　……㋐　　
χ＜3　……㋑

㋐，㋑より，


答）　　χ≦－2

〔連立不等式の応用〕
⋇次の連立方程式を解きなさい。
①ある整数χを3倍してから2をひいた数は8より小さい。また，②もとの整数に1を加えた数は3より大きい。このとき，整数χを求めよ。

ヒント：①の文，②の文でそれぞれ不等式を作る。

解）　3χ－［　2　　］＜［　8　　］……①

 χ＋［　1　　］＞［　3　　］……②　　(以下計算せよ)

①より，3χ－2＜8　　　
②より，χ＋1＞3

3χ＜10　　
χ＞2

χ＜
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以上より，



答）［　　3　　］


〔連立不等式〕連立方程式を解く　計算(２)
⋇2(3χ－1)≦4χ－6＜3(5－χ)

解）　2(3χ－1)≦4χ－6　……①

4χ－6＜3(4－χ)　 ……②

①より，　　
②より，

2(3χ－1)≦4χ－6　　
4χ－6＜3(5－χ)

6χ－2≦4χ－6　　
4χ－6＜15－3χ

6χ－4χ≦－6＋2　　
4χ＋3χ＜15＋6

2χ≦－4　　
7χ＜21

χ≦－2　……㋐　　
χ＜3　……㋑

㋐，㋑より，

答）　　χ≦－2

〔連立不等式の応用〕
⋇次の連立方程式を解きなさい。
①ある整数χを3倍してから2をひいた数は8より小さい。また，②もとの整数に1を加えた数は3より大きい。このとき，整数χを求めよ。

ヒント：①の文，②の文でそれぞれ不等式を作る。

解）　3χ－［　2　　］＜［　8　　］……①

 χ＋［　1　　］＞［　3　　］……②　　(以下計算せよ)

①より，3χ－2＜8　　　
②より，χ＋1＞3

3χ＜10　　
χ＞2

χ＜
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以上より，



答）［　　3　　］




〔二次方程式1〕因数分解による解法
☞(χ＋α)(χ＋β)＝0のとき，解はχ＝－α，－βとなる。

符号が逆！！
⋇次の二次方程式を解きなさい。
χ2＋13χ＋36＝0


解）(χ＋4)(χ＋9)＝0　（以下計算せよ）


χ＋4＝0，χ＋9＝0


χ＝－4，χ＝－9


答）［　　χ＝－4，－9　　］
⋇χ2＋6χ＝0

解）χ(χ＋6)＝0


χ＝0，χ＋6＝0

χ＝0，χ＝－6
答）［　　χ＝0，－6　　］

〔二次方程式2〕平方根による解法

⋇ (χ＋3)2＝5　を解きなさい。
解）χ2＝5の解は，χ＝±
[image: image227.wmf]5

でした。

(1)は，χ＋3＝Ａとすると，

Ａ2＝5　

Ａ＝±
[image: image228.wmf]5


∴χ＋3＝±
[image: image229.wmf]5

　


χ＝－3±
[image: image230.wmf]5

※

このようにして解くことができます。
答）［　　χ＝－3±
[image: image231.wmf]5

　　］

⋇ (χ－1)2＝
[image: image232.wmf]2
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　を解きなさい。

解）χ－1＝±
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χ＝1±
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χ＝1＋
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χ＝
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答）［　　χ＝
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〔二次方程式1〕因数分解による解法
☞(χ＋α)(χ＋β)＝0のとき，解はχ＝－α，－βとなる。

符号が逆！！
⋇次の二次方程式を解きなさい。
χ2＋13χ＋36＝0


解）(χ＋4)(χ＋9)＝0　（以下計算せよ）


χ＋4＝0，χ＋9＝0


χ＝－4，χ＝－9


答）［　　χ＝－4，－9　　］
⋇χ2＋6χ＝0

解）χ(χ＋6)＝0


χ＝0，χ＋6＝0

χ＝0，χ＝－6
答）［　　χ＝0，－6　　］

〔二次方程式2〕平方根による解法

⋇ (χ＋3)2＝5　を解きなさい。
解）χ2＝5の解は，χ＝±
[image: image241.wmf]5

でした。

(1)は，χ＋3＝Ａとすると，

Ａ2＝5　

Ａ＝±
[image: image242.wmf]5


∴χ＋3＝±
[image: image243.wmf]5

　


χ＝－3±
[image: image244.wmf]5

※

このようにして解くことができます。
答）［　　χ＝－3±
[image: image245.wmf]5

　　］

⋇ (χ－1)2＝
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　を解きなさい。

解）χ－1＝±
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χ＝1±
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χ＝1＋
[image: image249.wmf]3

5

，χ＝1－
[image: image250.wmf]3

5


χ＝
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答）［　　χ＝
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〔二次方程式3〕解の公式による解法
☞ ａχ2＋ｂχ＋ｃ＝0の解は，χ＝
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ｂ

±

ｂ

2

−

4

ａ

ｃ

2

ａ


⋇5χ2＋7χ－2＝0　を，解の公式を利用して，二次方程式を解きなさい。

解）ａχ2＋ｂχ＋ｃ＝0の解は，χ＝　　　
[image: image256.wmf]−
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5χ2＋7χ－2＝0では，ａ＝［　5　　］，ｂ＝［　7　　］，ｃ＝［　－2　　］，これを代入。

（以下計算せよ）

χ＝
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〔二次方程式の応用〕実数解の個数　判別式
☞ 判別式 Ｄ＝［　　ｂ2－4ａｃ　　］について

Ｄ＞0のとき　［　　異なる2個の実数　　］解をもつ

Ｄ＝0のとき　［　　1個の実数　　］解をもつ

Ｄ＜0のとき　［　　実数　　］解をもたない
⋇5χ2－3χ＋4＝0この二次方程式の実数解の個数を求めよ。
解）判別式　Ｄ＝［　　　ｂ2－4ａｃ　　　］より，

Ｄ＝［　　(－3)2　　］－4×5×4＝［　　－71　　］

よって，Ｄ｛ ＞　・　＝　・　＜ ｝0

∴実数解の個数は｛ 0　・　1　・　2 ｝個
答）実数解の個数は［　0　　］個

〔二次方程式3〕解の公式による解法［
☞ ａχ2＋ｂχ＋ｃ＝0の解は，χ＝
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⋇5χ2＋7χ－2＝0　を，解の公式を利用して，二次方程式を解きなさい。

解）ａχ2＋ｂχ＋ｃ＝0の解は，χ＝　　　
[image: image262.wmf]−

ｂ

±

ｂ

2

−

4

ａ

ｃ

2

ａ

　　　

5χ2＋7χ－2＝0では，ａ＝［　5　　］，ｂ＝［　7　　］，ｃ＝［　－2　　］，これを代入。

（以下計算せよ）

χ＝
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〔二次方程式の応用〕実数解の個数 判別式
☞ 判別式 Ｄ＝［　　ｂ2－4ａｃ　　］について

Ｄ＞0のとき　［　　異なる2個の実数　　］解をもつ

Ｄ＝0のとき　［　　1個の実数　　］解をもつ

Ｄ＜0のとき　［　　実数　　］解をもたない
⋇5χ2－3χ＋4＝0この二次方程式の実数解の個数を求めよ。
解）判別式　Ｄ＝［　　　ｂ2－4ａｃ　　　］より，

Ｄ＝［　　(－3)2　　］－4×5×4＝［　　－71　　］

よって，Ｄ｛ ＞　・　＝　・　＜ ｝0

∴実数解の個数は｛ 0　・　1　・　2 ｝個
答）実数解の個数は［　0　　］個



〔二次関数〕基本　ｙ＝ｍ(χ－ａ)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂ

☞ｙ＝ｍ(χ－ａ)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂはｙ＝ｍχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))のグラフをχ軸方向に［　ａ　］，ｙ軸方向に［　ｂ　］だけ平行移動したグラフです。
軸の方程式はχ＝ａです。

頂点の座標は（［　ａ　］，［　ｂ　］）です。

例）ｙ＝(χ－1)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋2は，ｙ＝χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))のグラフを，

χ軸の［　正　］方向に1，ｙ軸の［　正　］方向に2

平行移動したグラフです。

ｙ＝(χ＋1)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－2は，ｙ＝χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))のグラフを，

χ軸の［　負　］方向に1，ｙ軸の［　負　］方向に2平行移動したグラフです。
⋇ｙ＝χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋2χ－6　この関数のグラフχの軸を求めよ。

解）ｙ＝χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋2－6

　　　＝(χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋2χ＋1)－1－6

　　　＝［　　(χ＋1)　　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－7　　よって軸はχ＝［　　－1　　］です。


⋇右図は，頂点の座標が( 2 ，－5)で，点( 0 ，3 )を通る二次関数のグラフです。グラフがこのようになる二次関数は次の①～④のうちのどれか。
［　　②　　］


①　ｙ＝2(χ－2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋5
②　ｙ＝2(χ－2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－5


③　ｙ＝－2(χ－2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－5
④　ｙ＝－2(χ＋2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋5

解）ｙ＝［　　ｍ(χ－2)　　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－5とします。


これに，( 0 ，3 )を代入します。


ｍ＝［　2　］　ｙ＝［　　2(χ－2) 　　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－5　


となります。

〔二次関数〕二次方程式ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃ＝0の解の公式
☞χ＝
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のｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4ａｃを［　　判別　　］式といいます。

● D＝ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4ａｃ＞0のとき，ｙ＝ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃはχ軸と2点で交わります。

方程式ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃ＝0は［　　2つの解をもつ　　　］ことになります。

● D＝ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4ａｃ＝0のとき，ｙ＝ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃはχ軸と［　接　　］します。

方程式ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃ＝0は［　　1つの解をもつ　　　］ことになります。

● D＝ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4ａｃ＜0のとき，ｙ＝ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃはχ軸と交わりません。

方程式ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃ＝0は［　　解をもたない　　　］ことになります。

〔二次関数〕基本　ｙ＝ｍ(χ－ａ)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂ

☞ｙ＝ｍ(χ－ａ)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂはｙ＝ｍχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))のグラフをχ軸方向に［　ａ　］，ｙ軸方向に［　ｂ　］だけ平行移動したグラフです。
軸の方程式はχ＝ａです。

頂点の座標は（［　ａ　］，［　ｂ　］）です。

例）ｙ＝(χ－1)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋2は，ｙ＝χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))のグラフを，

χ軸の［　正　］方向に1，ｙ軸の［　正　］方向に2

平行移動したグラフです。

ｙ＝(χ＋1)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－2は，ｙ＝χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))のグラフを，

χ軸の［　負　］方向に1，ｙ軸の［　負　］方向に2平行移動したグラフです。
⋇ｙ＝χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋2χ－6　この関数のグラフχの軸を求めよ。

解）ｙ＝χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋2－6

　　　＝(χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋2χ＋1)－1－6

　　　＝［　　(χ＋1)　　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－7　　よって軸はχ＝［　　－1　　］です。


⋇右図は，頂点の座標が( 2 ，－5)で，点( 0 ，3 )を通る二次関数のグラフです。グラフがこのようになる二次関数は次の①～④のうちのどれか。
［　　②　　］


①　ｙ＝2(χ－2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋5
②　ｙ＝2(χ－2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－5


③　ｙ＝－2(χ－2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－5
④　ｙ＝－2(χ＋2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋5

解）ｙ＝［　　ｍ(χ－2)　　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－5とします。


これに，( 0 ，3 )を代入します。


ｍ＝［　2　］　ｙ＝［　　2(χ－2) 　　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－5　


となります。

〔二次関数〕二次方程式ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃ＝0の解の公式
☞χ＝
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のｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4ａｃを［　　判別　　］式といいます。

● D＝ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4ａｃ＞0のとき，ｙ＝ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃはχ軸と2点で交わります。

方程式ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃ＝0は［　　2つの解をもつ　　　］ことになります。

● D＝ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4ａｃ＝0のとき，ｙ＝ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃはχ軸と［　接　　］します。

方程式ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃ＝0は［　　1つの解をもつ　　　］ことになります。

● D＝ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4ａｃ＜0のとき，ｙ＝ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃはχ軸と交わりません。

方程式ａχeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｂχ＋ｃ＝0は［　　解をもたない　　　］ことになります。

⋇ｙ＝χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4χ＋ｋ（ｋは定数）のグラフがχ軸と接するとき，ｋの値はいくらか。

解）χ軸と接するので，判別式D＝［　0　］です。

　　D＝ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4ａｃより，

　　D＝(－4)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))［　　－4×1×ｋ　　］＝0

　　よって，ｋ＝［　4　　］となります。


⋇二次方程式χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－ｋχ－6＝0（ｋは定数）の一つの解が3のとき，ｋの値はいくらか。またこのときのもう一つの解も求めよ。

解）χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｋχ－6＝0の一つの解が3なので，χ＝［　3　　］を代入します。

9－3ｋ－6＝0　　よって，ｋ＝［　1　　］

　　χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－χ－6＝0より　　［　　(χ－3)(χ＋2)　　　］＝0となります。

　　よって，もう一つの解はχ＝［　　－2　　］
⋇二次関数ｙ＝(χ－2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋3において，χの変域を0≦χ≦3とするとき，ｙの最大値と最小値を求めよ。

解）右図より，χ＝0のときｙは最大値をもちます。
ｙ＝(χ－2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋3にχ＝［　0　　］を代入すると，

ｙの最大値は［　7　　］となります。

最小値は頂点のところですから，χ＝［　2　　］のときが

最小値を示す。代入すると，

最小値は［　3　　］となります。

〔二次不等式〕基本

☞ (χ－ａ)(χ－ｂ)＞0　　ａ＜ｂのとき








⋇次の｛　｝でどちらか正しい方を○で囲め。

自然数は0を｛ 含む ・ 含まない ｝ものの個数です。

整数は
0を｛ 含む ・ 含まない ｝ものの個数です。
⋇ｙ＝χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4χ＋ｋ（ｋは定数）のグラフがχ軸と接するとき，ｋの値はいくらか。

解）χ軸と接するので，判別式D＝［　0　］です。

　　D＝ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－4ａｃより，

　　D＝(－4)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))［　　－4×1×ｋ　　］＝0

　　よって，ｋ＝［　4　　］となります。


⋇二次方程式χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－ｋχ－6＝0（ｋは定数）の一つの解が3のとき，ｋの値はいくらか。またこのときのもう一つの解も求めよ。

解）χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｋχ－6＝0の一つの解が3なので，χ＝［　3　　］を代入します。

9－3ｋ－6＝0　　よって，ｋ＝［　1　　］

　　χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－χ－6＝0より　　［　　(χ－3)(χ＋2)　　　］＝0となります。

　　よって，もう一つの解はχ＝［　　－2　　］
⋇二次関数ｙ＝(χ－2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋3において，χの変域を0≦χ≦3とするとき，ｙの最大値と最小値を求めよ。

解）右図より，χ＝0のときｙは最大値をもちます。
ｙ＝(χ－2)eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋3にχ＝［　0　　］を代入すると，

ｙの最大値は［　7　　］となります。

最小値は頂点のところですから，χ＝［　2　　］のときが

最小値を示す。代入すると，

最小値は［　3　　］となります。

〔二次不等式〕基本

☞ (χ－ａ)(χ－ｂ)＞0　　ａ＜ｂのとき








⋇次の｛　｝でどちらか正しい方を○で囲め。

自然数は0を｛ 含む ・ 含まない ｝ものの個数です。

整数は
0を｛ 含む ・ 含まない ｝ものの個数です。
⋇χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－3χ－10＜0を満たすχのうち，整数であるものの個数は全部で何個か。

解）(χ－5)(χ＋2)＜0より　　［　－2　］＜χ［　5　］であるから，

　　χ＝－1，［　　0，1，2，3，4　］なので，求める個数は［　6　］個となります。

〔三角関数〕基本

☞
sin B＝
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⋇下図の三角形ABCにおいて，AB＝10㎝，∠A＝43゜，∠B＝90゜である。このときBCの長さを小数第2位を四捨五入して小数第1位まで求めたものは次の①～④のうちのどれか。

［　　④　　］



　　①　6.8㎝　　　　　②　7.3㎝　　　　　③　9.0㎝　　　　　④　9.3㎝

解説）AB×［　tan A　］＝ BCより
　　　tan［　43　］゜の表をみると，tan 43゜＝［　0.9325　　］


⋇χeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－3χ－10＜0を満たすχのうち，整数であるものの個数は全部で何個か。

解）(χ－5)(χ＋2)＜0より　　［　　－2　　］＜χ［　5　　］であるから，

　　χ＝－1，［　　　0，1，2，3，4　　　］なので，求める個数は［　6　　］個となります。

〔三角関数〕基本

☞
sin B＝
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⋇下図の三角形ABCにおいて，AB＝10㎝，∠A＝43゜，∠B＝90゜である。このときBCの長さを小数第2位を四捨五入して小数第1位まで求めたものは次の①～④のうちのどれか。

［　　④　　］



　　①　6.8㎝　　　　　②　7.3㎝　　　　　③　9.0㎝　　　　　④　9.3㎝

解説）AB×［　　tan A　　］＝ BCより
　　　tan［　　43　　］゜の表をみると，tan 43゜＝［　　0.9325　　　］


〔三角関数〕sinθ，cosθ，tanθ
☞次の表を完成せよ。
	θの根
	30゜
	45゜
	60゜

	sinθ
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	cosθ
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	tanθ
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⋇次の①～④のうち，値が0.6947となるものはどれか。
［　　②　　］

①　sin 47゜
②　sin 136゜
③　cos 136゜
②　tan 136゜
解説）①のsin 47゜は表中にない。②か③か④。
　　　sin (180゜－θ)＝［　sinθ　　］，cos (180゜－θ)＝［　－cosθ　］，

tan (180゜－θ)＝［　－tanθ　 ］

より，136゜＝［　180゜　］－［　44゜　］より，

sin (180゜－44゜)＝［　sin 44゜　　］，

cos (180゜－44゜)＝［　－cos 44゜　　］，

tan (180゜－44゜)＝［　－tan 44゜　　］
以上より，答えは［　　②　　］

〔三角関数〕正弦定理

☞
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注）正弦定理は［　　対辺　　］と対角がわかっているとき

のみ使います。


〔三角関数〕sinθ，cosθ，tanθ
☞次の表を完成せよ。
	θの根
	30゜
	45゜
	60゜

	sinθ
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	cosθ
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	tanθ
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⋇次の①～④のうち，値が0.6947となるものはどれか。
［　　②　　］

①　sin 47゜
②　sin 136゜
③　cos 136゜
②　tan 136゜
解説）①のsin 47゜は表中にない。②か③か④。
　　　sin (180゜－θ)＝［　　sinθ　　］，cos (180゜－θ)＝［　　－cosθ　　］，

tan (180゜－θ)＝［　　tanθ　　］

より，136゜＝［　　180゜　　］－［　　44゜　　］より，

sin (180゜－44゜)＝［　　sin 44゜　　］，

cos (180゜－44゜)＝［　　－cos 44゜　　］，

tan (180゜－44゜)＝［　　－tan 44゜　　］
以上より，答えは［　　②　　］

〔三角関数〕正弦定理

☞
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注）正弦定理は［　　対辺　　］と対角がわかっているとき

のみ使います。


⋇右図の三角形ABCにおいて，BC＝10㎝，∠A＝30°である。このとき，三角形ABCに外接する円の半径は何㎝か。


解）正弦定理を使います。
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〔三角関数〕余弦定理

☞ ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝ａeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｃeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－2ａｃcos B
　　　　　　二辺　　と　その間の角

二辺とその間の角度がわかっているとき，

対辺の長さを求める方法です。

余弦定理を書きなさい。

ａeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝［　ｂ　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋［　ｃ　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－2［　ｂ　］［　ｃ　］cos［　A　］

ｃeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝［　ａ　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋［　ｂ　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－2［　ａ　］［　ｂ　］cos［　C　］

⋇右図の三角形ABCにおいて，AB＝8㎝，

AC＝4㎝，∠A＝60°である。

このとき，BCの長さを求めよ。

解）二辺とその間の角がわかっているので，

　　BCeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝［　AC　　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ABeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－［　　2AB　　］×［　AC　　］×cos［　60　　］°
　　BCeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝［　4　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋8eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－2×4×8×［　
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　　よって，BC＝［　　4
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〔三角関数〕三角形の面積
☞ S＝
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⋇右図の三角形ABCにおいて，BC＝10㎝，∠A＝30°である。このとき，三角形ABCに外接する円の半径は何㎝か。


解）正弦定理を使います。
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〔三角関数〕余弦定理

☞ ｂeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝ａeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ｃeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－2ａｃcos B
　　　　　　二辺　　と　その間の角

二辺とその間の角度がわかっているとき，

対辺の長さを求める方法です。

余弦定理を書きなさい。

ａeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝［　ｂ　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋［　ｂ　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－2［　ｂ　］［　ｂ　］cos［　ｂ　］

ｃeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝［　ｂ　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋［　ｂ　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－2［　ｂ　］［　ｂ　］cos［　ｂ　］

⋇右図の三角形ABCにおいて，AB＝8㎝，

AC＝4㎝，∠A＝60°である。

このとき，BCの長さを求めよ。

解）二辺とその間の角がわかっているので，

　　BCeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝［　AC　　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋ABeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－［　　2AB　　］×［　AC　　］×cos［　60　　］°
　　BCeq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＝［　4　］eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))＋8eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))－2×4×8×［　
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〔三角関数〕三角形の面積
☞ S＝
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⋇右図の三角形ABCにおいて，AB＝8㎝，
AC＝3㎝，∠A＝60°である。このとき，
三角形ABCの面積はいくらか。

解）S＝
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　　］㎝eq \o(\s\up 6(2　),\s\do 2(　))
〔図形と計量〕空間内の三角形
正弦定理　
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Ｒは［　　外接　　］円の半径

余弦定理　ａ2＝［　　　ｂ2＋ｃ2－2ｂｃcosＡ　　　］


ｂ2＝［　　　ａ2＋ｃ2－2ａｃcosＢ　　　］


ｃ2＝［　　　ａ2＋ｂ2－2ａｂcosＣ　　　］

⋇右図の直方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨで，ＡＢ＝4，ＢＣ＝6，ＢＦ＝2である。

ａ）cos∠ＦＡＣを求めよ。　

ｂ）△ＡＦＣの面積を求めよ。

ａ）解）ＡＦ＝
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余弦定理より，

ＦＣ2＝ＡＦ2＋ＡＣ2－2ＡＦ×ＡＣcos∠ＦＡＣ
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ｂ）解）sin∠ＦＡＣ
＝
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△ＡＦＣ＝
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答）ａ）cos∠ＦＡＣ＝［　　
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⋇右図の三角形ABCにおいて，AB＝8㎝，
AC＝3㎝，∠A＝60°である。このとき，
三角形ABCの面積はいくらか。

解）S＝
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1

AC・［　AB　　］・sin［　　60°　 ］

　　より，S＝
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×［　　3×8×sin 60°　　］

＝［　　6
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〔図形と計量〕空間内の三角形
正弦定理　
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Ｒは［　　外接　　］円の半径

余弦定理　ａ2＝［　　　ｂ2＋ｃ2－2ｂｃcosＡ　　　］


ｂ2＝［　　　ａ2＋ｃ2－2ａｃcosＢ　　　］


ｃ2＝［　　　ａ2＋ｂ2－2ａｂcosＣ　　　］

⋇右図の直方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨで，ＡＢ＝4，ＢＣ＝6，ＢＦ＝2である。

ａ）cos∠ＦＡＣを求めよ。　

ｂ）△ＡＦＣの面積を求めよ。


ａ）解）ＡＦ＝
[image: image345.wmf]2

2

＋

4

2

＝2
[image: image346.wmf]5


ＦＣ＝
[image: image347.wmf]2

2

＋

6

2

＝2
[image: image348.wmf]1

0


ＡＣ＝
[image: image349.wmf]4

2

＋

6

2

＝2
[image: image350.wmf]1

3


余弦定理より，

ＦＣ2＝ＡＦ2＋ＡＣ2－2ＡＦ×ＡＣcos∠ＦＡＣ

(2
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ｂ）解）sin∠ＦＡＣ
＝
[image: image359.wmf]1

−

c

o

s

2

∠

Ｆ

Ａ

Ｃ


＝
[image: image360.wmf]1

−

1

6

6

5

＝
[image: image361.wmf]4

9

6

5

＝
[image: image362.wmf]6

5

7


△ＡＦＣ＝
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答）ａ）cos∠ＦＡＣ＝［　　
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　　］，ｂ）△ＡＦＣ＝［　　14　　］

〔図形と計量〕相似と計量
☞ 相似な図形の面積比は，［　　相似　　］比の［　　2　　］乗に等しい。
⋇ＡＢ//ＣＤの右図のような△ＯＡＢと△ＯＣＤがある。△ＯＡＢ＝4㎡のとき，△ＯＣＤの面積はいくつか。
解）△ＯＡＢ∽△ＯＣＤより，

相似比は，ＡＢ：ＣＤ＝1：［　　3　　］

面積比は，△ＯＡＢ：△ＯＣＤ＝1：［　　(3)2　　］＝1：［　　9　　］

△ＯＡＢ＝4㎡より，（以下計算せよ）


4㎡：△ＯＣＤ＝1：9


△ＯＣＤ＝9×4＝36㎡

答）△ＯＣＤ＝［　　36㎡　　］

⋇ＤＥ//ＢＣ，ＡＤ＝ＤＢ，△ＡＤＥ＝6㎡のとき，台形ＤＢＣＥの面積はいくつか。

解）△ＡＤＥ∽△ＡＢＣ　ＡＤ：ＡＢ＝1：2

△ＡＤＥ：△ＡＢＣ＝12：22＝1：4

△ＡＤＥを1とすると，△ＡＢＣは4より，

台形ＤＢＣＥは3

△ＡＤＥ：台形ＤＢＣＥ＝1：3

よって，台形ＤＢＣＥの面積は6×3＝18㎡
答）　　18㎡

答）ＤＢＣＥ＝［　　18㎡　　］
〔図形と計量〕相似な立体の表面積
☞ 相似な立体の表面積は，相似比の［　　2　　］乗に等しい


⋇相似な三角すいＰとＰの相似比は2：3である。

　Ｐの全表面積が8㎠のとき，Ｐの表面積はいくつか。

解）相似な立体の表面積の比は相似比の［　　2　　］乗より，

(以下計算せよ)

ＰとＰの表面積の比は，22：32＝4：9

Ｐの表面積をχ㎠とすると，8：χ＝4：9　4χ＝72　χ＝18


答）［　　18㎠　　］

〔図形と計量〕相似と計量
☞ 相似な図形の面積比は，［　　相似　　］比の［　　2　　］乗に等しい。
⋇ＡＢ//ＣＤの右図のような△ＯＡＢと△ＯＣＤがある。△ＯＡＢ＝4㎡のとき，△ＯＣＤの面積はいくつか。
解）△ＯＡＢ∽△ＯＣＤより，

相似比は，ＡＢ：ＣＤ＝1：［　　3　　］

面積比は，△ＯＡＢ：△ＯＣＤ＝1：［　　(3)2　　］＝1：［　　9　　］

△ＯＡＢ＝4㎡より，（以下計算せよ）


4㎡：△ＯＣＤ＝1：9


△ＯＣＤ＝9×4＝36㎡



答）△ＯＣＤ＝［　　36㎡　　］

⋇ＤＥ//ＢＣ，ＡＤ＝ＤＢ，△ＡＤＥ＝6㎡のとき，台形ＤＢＣＥの面積はいくつか。

解）△ＡＤＥ∽△ＡＢＣ　ＡＤ：ＡＢ＝1：2

△ＡＤＥ：△ＡＢＣ＝12：22＝1：4

△ＡＤＥを1とすると，△ＡＢＣは4より，

台形ＤＢＣＥは3

△ＡＤＥ：台形ＤＢＣＥ＝1：3

よって，台形ＤＢＣＥの面積は6×3＝18㎡
答）　　18㎡

答）ＤＢＣＥ＝［　　18㎡　　］
〔図形と計量〕相似な立体の表面積
☞ 相似な立体の表面積は，相似比の［　　2　　］乗に等しい


⋇相似な三角すいＰとＰの相似比は2：3である。

　Ｐの全表面積が8㎠のとき，Ｐの表面積はいくつか。

解）相似な立体の表面積の比は相似比の［　　2　　］乗より，

(以下計算せよ)

ＰとＰの表面積の比は，22：32＝4：9

Ｐの表面積をχ㎠とすると，8：χ＝4：9　4χ＝72　χ＝18


答）［　　18㎠　　］
⋇相似な円すいＰとＰについて，Ｐの全表面積が27π㎠のとき，

　Ｐの全表面積はいくつか。

解）ＰとＰの全表面積の比は，32：52＝9：25

Ｐの表面積をχ㎠とすると，
27π：χ＝9：25

9χ＝25×27π　χ＝75π㎠
答）［　　75π㎠　　］
〔図形と計量〕相似な立体の体積
☞ 相似な立体の体積比は，相似比の［　　3　　］乗に等しい

⋇円すいの器に母線ＯＡの真ん中のところまで水200㎤が入っている。

　あと何㎤水を入れるといっぱいになるか。

解）次のように2つにわけて考える。

体積比は，ア：(ア＋イ)＝13：［　　23　　］　

（以下計算せよ）
ア：(ア＋イ)＝1：8

ア＝1とすると，ア＋イ＝8より，イ＝7

ア：イ＝1：7

イの体積をχ㎤とすると，アの体積が200㎤より，

200：χ＝1：7　χ＝1400㎤
答）［　　1400㎤　　］

⋇母線ＯＡを3等分した点を通り，底面に平行な面で切断した円すいがある。Ｐの体積が100㎤のとき，Ｑ，Ｒの体積はそれぞれいくつか。

解）ＰとＱの体積比を求める。

Ｐ：(Ｐ＋Ｑ)＝1：［　　23　　］

Ｐ＝1とすると，

Ｐ＋Ｑ＝［　　8　　］より，

Ｑ＝［　　7　　］とおける。

体積比Ｐ：Ｑ＝1：7　Ｐ＝100㎤より，Ｑ＝［　　700　　］㎤
次にＰ＋ＱとＲの体積比を考える。

体積比(Ｐ＋Ｑ)：(Ｐ＋Ｑ＋Ｒ)＝23：［　　33　　］

Ｐ＋Ｑ＝8とすると，Ｐ＋Ｑ＋Ｒ＝［　　27　　］となり，

Ｒ＝［　　19　　］とおける。Ｐ＋Ｑ＝［　　800　　］㎤より，

(Ｐ＋Ｑ)：Ｒ＝8：19　（以下計算せよ）

800：Ｒ＝8：19　8×Ｒ＝800×19　Ｒ＝1900㎤
答）Ｑ＝［　　700　　］㎤

Ｒ＝［　　1900 　］㎤

⋇相似な円すいＰとＰについて，Ｐの全表面積が27π㎠のとき，

　Ｐの全表面積はいくつか。

解）ＰとＰの全表面積の比は，32：52＝9：25

Ｐの表面積をχ㎠とすると，
27π：χ＝9：25

9χ＝25×27π　χ＝75π㎠
答）［　　75π㎠　　］
〔図形と計量〕相似な立体の体積
☞ 相似な立体の体積比は，相似比の［　　3　　］乗に等しい

⋇円すいの器に母線ＯＡの真ん中のところまで水200㎤が入っている。

　あと何㎤水を入れるといっぱいになるか。

解）次のように2つにわけて考える。

体積比は，ア：(ア＋イ)＝13：［　　23　　］　

（以下計算せよ）
ア：(ア＋イ)＝1：8

ア＝1とすると，ア＋イ＝8より，イ＝7

ア：イ＝1：7

イの体積をχ㎤とすると，アの体積が200㎤より，

200：χ＝1：7　χ＝1400㎤
答）［　　1400㎤　　］

⋇母線ＯＡを3等分した点を通り，底面に平行な面で切断した円すいがある。Ｐの体積が100㎤のとき，Ｑ，Ｒの体積はそれぞれいくつか。

解）ＰとＱの体積比を求める。

Ｐ：(Ｐ＋Ｑ)＝1：［　　23　　］

Ｐ＝1とすると，

Ｐ＋Ｑ＝［　　8　　］より，

Ｑ＝［　　7　　］とおける。

体積比Ｐ：Ｑ＝1：7　Ｐ＝100㎤より，Ｑ＝［　　700　　］㎤
次にＰ＋ＱとＲの体積比を考える。

体積比(Ｐ＋Ｑ)：(Ｐ＋Ｑ＋Ｒ)＝23：［　　33　　］

Ｐ＋Ｑ＝8とすると，Ｐ＋Ｑ＋Ｒ＝［　　27　　］となり，

Ｒ＝［　　19　　］とおける。Ｐ＋Ｑ＝［　　800　　］㎤より，

(Ｐ＋Ｑ)：Ｒ＝8：19　（以下計算せよ）

800：Ｒ＝8：19　8×Ｒ＝800×19　Ｒ＝1900㎤
答）Ｑ＝［　　700　　］㎤

Ｒ＝［　　1900 　］㎤


〔二次関数〕平行移動，共有点
☞　　ax2＋bx＋c＝0の判別式D＝b2－4acで，
D＞0ならば，［　2　］つの解をもつ
⇔ x軸との交点が2個

D＝0ならば，［　1　］つの解をもつ
⇔ x軸と接する

D＜0ならば，解［　なし　］
⇔ x軸と交わらない　　　となります。

⋇
二次関数y＝x2－8x＋k（kは定数）がある。この関数のグラフがx軸と接するようにkの値を定めると，k＝ アイ である。

解）判別式D＝(－8)2－4×1×k＝0より　　

64＝4k　　k＝16
答）アイ［　16　］

⋇　 二次関数y＝x2－6x＋k（kは定数）がある。この関数のグラフがx軸と接するようにkの値を定めると，k＝ ウ である。

解）判別式D＝(－6)2－4×1×k＝0より　　


36＝4k　　k＝9
答）ウ［　9　］

⋇　二次関数y＝2x2＋6＋kがx軸との共有点を2個もつときのkの範囲を求めよ。

解）判別式D＝62－4×2×k＞0　　36－8k＞0　　－8k＞－36　　k＜
[image: image369.wmf]9

2


答）［　
[image: image370.wmf]9

2

　］

⋇　二次関数y＝4x2－2x＋1のグラフとx軸との共有点について正しく述べているのは次のどれか。次の①～③のうちから1つ選べ。


①　共有点は2個　　　　　　②　共有点は1個　　　　　　③　共有点はなし

解）判別式D＝(－2)2－4×4×1＝－12＜0
答）［　③　］

〔二次関数〕最大値，最小値
⋇　二次関数y＝x2＋4x－2がある。この関数のxの変域を－3≦x≦3とするとき，


yの最大値は アイ ，最小値は ウエ である。

解）y＝x2＋4x－2の頂点と軸を求める。(以下求めよ)

y＝x2＋4x＋4－4－2

y＝(x＋2)2－6

頂点は(－2，－6)，軸はx＝－2

右図より，x＝3のとき最大値をもつ

x＝3をy＝x2＋4x－2に代入　　y＝19
最小値はx＝－2のときy＝－6

軸から離れた方が最大値，bの方が大きい。



答）アイ［　19　］，ウエ［　－6　］

〔二次関数〕平行移動，共有点
☞　　ax2＋bx＋c＝0の判別式D＝b2－4acで，
D＞0ならば，［　2　］つの解をもつ
⇔ x軸との交点が2個

D＝0ならば，［　1　］つの解をもつ
⇔ x軸と接する

D＜0ならば，解［　なし　］
⇔ x軸と交わらない　　　となります。

⋇
二次関数y＝x2－8x＋k（kは定数）がある。この関数のグラフがx軸と接するようにkの値を定めると，k＝ アイ である。

解）判別式D＝(－8)2－4×1×k＝0より　　

64＝4k　　k＝16
答）アイ［　16　　　］

⋇　 二次関数y＝x2－6x＋k（kは定数）がある。この関数のグラフがx軸と接するようにkの値を定めると，k＝ ウ である。

解）判別式D＝(－6)2－4×1×k＝0より　　


36＝4k　　k＝9
答）ウ［　9　　　
］

⋇　二次関数y＝2x2＋6＋kがx軸との共有点を2個もつときのkの範囲を求めよ。

解）判別式D＝62－4×2×k＞0　　36－8k＞0　　－8k＞－36　　k＜
[image: image371.wmf]9
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答）［　
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］

⋇　二次関数y＝4x2－2x＋1のグラフとx軸との共有点について正しく述べているのは次のどれか。次の①～③のうちから1つ選べ。


①　共有点は2個　　　　　　②　共有点は1個　　　　　　③　共有点はなし

解）判別式D＝(－2)2－4×4×1＝－12＜0
答）［　③　　　
］

〔二次関数〕最大値，最小値
⋇　二次関数y＝x2＋4x－2がある。この関数のxの変域を－3≦x≦3とするとき，


yの最大値は アイ ，最小値は ウエ である。

解）y＝x2＋4x－2の頂点と軸を求める。(以下求めよ)

y＝x2＋4x＋4－4－2

y＝(x＋2)2－6

頂点は(－2，－6)，軸はx＝－2

右図より，x＝3のとき最大値をもつ

x＝3をy＝x2＋4x－2に代入　　y＝19
最小値はx＝－2のときy＝－6

軸から離れた方が最大値，bの方が大きい。



答）アイ［　19　　　］，ウエ［　－6　　　］

〔二次不等式〕

☞　　x2＋ax＋b＝0の解を，EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アルファ),α)，EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ベータ),β)とするとき（α＜β）
①x2＋ax＋b＜0のとき　　　 内側

　　　　　　　　　　　　　α＜x＜β
②x2＋ax＋b＞0のとき　　　 外側

　　　　　　　　　　　　　x＜α，x＞β
次の不等式を解きなさい。

⋇
x2－3x＋2＞0
⋇　x2－5x＋6＞0

解）x2－3x＋2＝0を解く。
解）x2－5x＋6＝0を解く

(x－2)(x－1)＝0より
(x－2)(x－3)＝0


x＝1，2　　右図より
右図より


x2－3x＋2＞0
(x－2)(x－3)＞0


(x－2)(x－1)＞0より



答）x＜［　1　］，x＞［　2　］

答）［　x＜2，x＞3　］

⋇
x2－x－6＜0
⋇　 x2－3x－10＜0

解）x2－x－6＝0を解く　　
解）x2－3x－10＝0を解く

(x－3)(x＋2)＝0
(x－5)(x＋2)＝0


x＝－2，3
x＝－2，5


(x－3)(x＋2)＜0となる
(x－5)(x＋2)＜0


答）［　－2＜x＜3　］

答）［　－2＜x＜5　］
⋇　 x2＋6x－7＜0
解）x2＋6x－7＝0を解く
　　(x＋7)(x－1)＝0

　　x＝－7，1

　　(x＋7)(x－1)＜0


答）［　－7＜x＜1　］


〔二次不等式〕

☞　　x2＋ax＋b＝0の解を，EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(アルファ),α)，EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 9(ベータ),β)とするとき（α＜β）
①x2＋ax＋b＜0のとき　　　 内側

　　　　　　　　　　　　　α＜x＜β
②x2＋ax＋b＞0のとき　　　 外側

　　　　　　　　　　　　　x＜α，x＞β
次の不等式を解きなさい。

⋇
x2－3x＋2＞0
⋇　x2－5x＋6＞0

解）x2－3x＋2＝0を解く。
解）x2－5x＋6＝0を解く


(x－2)(x－1)＝0より
(x－2)(x－3)＝0


x＝1，2　　右図より
右図より


x2－3x＋2＞0
(x－2)(x－3)＞0


(x－2)(x－1)＞0より



答）x＜［　1　］，x＞［　2　］

答）［　x＜2，x＞3　］

⋇
x2－x－6＜0
⋇　 x2－3x－10＜0

解）x2－x－6＝0を解く　　
解）x2－3x－10＝0を解く


(x－3)(x＋2)＝0
(x－5)(x＋2)＝0


x＝－2，3
x＝－2，5


(x－3)(x＋2)＜0となる
(x－5)(x＋2)＜0


答）［　－2＜x＜3　］

答）［　－2＜x＜5　］
⋇　 x2＋6x－7＜0
解）x2＋6x－7＝0を解く

　　(x＋7)(x－1)＝0

　　x＝－7，1

　　(x＋7)(x－1)＜0


答）［　－7＜x＜1　］


〔三角関数〕三角関数の拡張
☞　　斜辺×［　sinθ　］＝高さ

斜辺×cosθ＝［　底辺の長さ　］
底辺×［　tanθ　］＝高さ
＊　次の計算をしなさい。

　1）sin60°×cos120°
2）cos150°×tan30°


　sin60°×cos120°＝
[image: image373.wmf]3

2

×(－
[image: image374.wmf]1
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)＝－
[image: image375.wmf]3

4


cos150°×tan30°＝－
[image: image376.wmf]3

2

×
[image: image377.wmf]3

1

＝－
[image: image378.wmf]1

2



答）［　－
[image: image379.wmf]3

4

　］
答）［　－
[image: image380.wmf]1

2

　］

〔三角関数〕sin(180°－θ)，cos(180°－θ)，tan(180°－θ)
☞　　　sin(180°－θ)
＝［　sinθ　］

cos(180°－θ)
＝［　－cosθ　］

tan(180°－θ)
＝［　－tanθ　］

＊　次の三角比を鋭角(0＜θ＜90°)の三角比で表せ。

1)　sin160°＝sin(180°－［　20　］°)＝sin［　20　］°
答）［　sin20°　］

2)　cos165°＝cos(180°－［　15　］°)＝［　－cos15　］°
答）［　－cos15°　］

3)　tan175°＝tan(180°－［　5　］°)＝［　－tan5　　］°
答）［　－tan5°　］

4)　次の三角比の表を用いて問いに答えよ。

　　1）sin130°を求めよ。ヒント）sin130°＝sin(180°－50°)

sin130°＝sin(180°－50°)＝sin50°＝0.7660


答）［　0.7660　］

2）cos160°を求めよ。


cos160°＝cos(180°－20°)＝－cos20°


＝－0.9397
答）［　－0.9397　］

3）tan170°を求めよ。

　 tan170°＝tan(180°－10°)＝－tan10°

　
＝－0.1763
答）［　－0.1763　］

〔三角関数〕三角関数の拡張
☞　　斜辺×［　sinθ　　］＝高さ

斜辺×cosθ＝［　底辺の長さ　］
底辺×［　tanθ　　］＝高さ
＊　次の計算をしなさい。

　1）sin60°×cos120°
2）cos150°×tan30°



　sin60°×cos120°＝
[image: image381.wmf]3

2

×(－
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)＝－
[image: image383.wmf]3

4


cos150°×tan30°＝－
[image: image384.wmf]3
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×
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答）［　－
[image: image387.wmf]3

4

　］
答）［　－
[image: image388.wmf]1
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　　］

〔三角関数〕sin(180°－θ)，cos(180°－θ)，tan(180°－θ)
☞　　　sin(180°－θ)
＝［　sinθ　　］

cos(180°－θ)
＝［　－cosθ　　］

tan(180°－θ)
＝［　－tanθ　　］

＊　次の三角比を鋭角(0＜θ＜90°)の三角比で表せ。

1)　sin160°＝sin(180°－［　20　］°)＝sin［　20　］°
答）［　sin20°　
］

2)　cos165°＝cos(180°－［　15　］°)＝［　－cos15　］°
答）［　－cos15°　
］

3)　tan175°＝tan(180°－［　5　］°)＝［　－tan5　　］°
答）［　－tan5°　
］

4)　次の三角比の表を用いて問いに答えよ。

　　1）sin130°を求めよ。ヒント）sin130°＝sin(180°－50°)

sin130°＝sin(180°－50°)＝sin50°＝0.7660


答）［　0.7660　］

2）cos160°を求めよ。


cos160°＝cos(180°－20°)＝－cos20°


＝－0.9397
答）［　－0.9397　］

3）tan170°を求めよ。

　 tan170°＝tan(180°－10°)＝－tan10°

　
＝－0.1763
答）［　－0.1763　］

＊　
次の①～④のうち，値が0.6428になるものはどれか。正しいものを次から1つ選べ。


① sin170°　　　　② cos160°　　　　③ sin140°　　　　④ tan160°


解）sin40°＝0.6428　　sin(180°－40°)＝sin40°　　sin40°＝0.6428
答）［　③　］

〔三角関数〕sin(90°－θ)，cos(90°－θ)
☞
sin(90°－θ)
＝［　cosθ　］
cos(90°－θ)
＝［　sinθ　］
90°がくれば，cos → sin，sin → cosとなる。

＊
次の三角比を45°より小さい角の三角比で表せ。


1）sin56°＝sin(90°－［　34　］°)＝cos［　34　］°
答）［　cos34°］


2）sin87°＝sin(90°－［　3　］°)＝cos［　3　］°
答）［　cos3°
］


3）cos63°＝cos(90°－［　27　］°)＝sin［　27　］°
答）［　sin27°
］


4）cos75°＝cos(90°－15°)＝sin15°
答）［　sin15°
］

＊
次の表をもとに，各問いに答えなさい。


1）cos70°を求めよ。

cos70°＝cos(90°－20°)＝sin20°＝0.3420


答）［　0.3420　］

2）sin80°を求めよ。

sin80°＝sin(90°－10°)＝cos10°＝0.9848


答）［　0.9848　］

3）次の①～④のうち，値が0.1736となるのはどれか。正しいものを1つ選べ。

　 ① cos40°　　　　② sin80°　　　　　③ cos80°　　　　　④ sin70°

解）sin10°＝0.1736　　sin10°＝sin(90°－80°)＝cos80°
答）［　③　］


＊　
次の①～④のうち，値が0.6428になるものはどれか。正しいものを次から1つ選べ。


① sin170°　　　　② cos160°　　　　③ sin140°　　　　④ tan160°


解）sin40°＝0.6428　　sin(180°－40°)＝sin40°　　sin40°＝0.6428
答）［　③　　　］

〔三角関数〕sin(90°－θ)，cos(90°－θ)
☞
sin(90°－θ)
＝［　cosθ　
］
cos(90°－θ)
＝［　sinθ　
］
90°がくれば，cos → sin，sin → cosとなる。

＊
次の三角比を45°より小さい角の三角比で表せ。


1）sin56°＝sin(90°－［　34　］°)＝cos［　34　］°
答）［　cos34°
］


2）sin87°＝sin(90°－［　3　］°)＝cos［　3　］°
答）［　cos3°
］


3）cos63°＝cos(90°－［　27　］°)＝sin［　27　］°
答）［　sin27°
］


4）cos75°＝cos(90°－15°)＝sin15°
答）［　sin15°
］

＊
次の表をもとに，各問いに答えなさい。


1）cos70°を求めよ。

cos70°＝cos(90°－20°)＝sin20°＝0.3420


答）［　0.3420　　］

2）sin80°を求めよ。

sin80°＝sin(90°－10°)＝cos10°＝0.9848


答）［　0.9848　　］

3）次の①～④のうち，値が0.1736となるのはどれか。正しいものを1つ選べ。

　 ① cos40°　　　　② sin80°　　　　　③ cos80°　　　　　④ sin70°

解）sin10°＝0.1736　　sin10°＝sin(90°－80°)＝cos80°
答）［　③　　　］


〔三角関数〕相互関係
☞　　tanθ＝
[image: image389.wmf]s
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＊
cosθ＝
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，sinθ＝
[image: image392.wmf]3
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のとき，tanθの値を求めよ。


解）tanθ＝
[image: image393.wmf]s
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答）［　tanθ＝
[image: image395.wmf]3
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＊
sinθ＝
[image: image396.wmf]3

5

のとき，cosθの値を求めよ。θは鋭角（0＜θ＜90°）とする。


解）sin2θ＋cos2θ＝1より　(
[image: image397.wmf]3
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　　cos2θ＝
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　　cosθ＝±
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　　0＜θ＜90°より　cosθ＞0
答）cosθ＝［　
[image: image401.wmf]4
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　］

＊
tanθ＝
[image: image402.wmf]3
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のとき，cosθを求めよ。θは鋭角（0＜θ＜90°）とする。


解）1＋tan2θ＝
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　　0＜θ＜90°より　cosθ＞0
答）cosθ＝［　
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＊
Aが鋭角で，cosA＝
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のとき，sinAは
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である。アイを求めよ。

注） 鋭角とは0＜θ＜90°の角度のこと

解）cos2θ＋sin2θ＝1より　cosθ＝
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　　(
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0＜θ＜90°より　sinθ＞0

よって　sinθ＝
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[image: image420.wmf]7

8






答）ア＝［　8　］，イ＝［　7　］


〔三角関数〕相互関係
☞　　tanθ＝
[image: image421.wmf]s
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のとき，tanθの値を求めよ。


解）tanθ＝
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答）［　tanθ＝
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sinθ＝
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のとき，cosθの値を求めよ。θは鋭角（0＜θ＜90°）とする。


解）sin2θ＋cos2θ＝1より　(
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　　cos2θ＝
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　　0＜θ＜90°より　cosθ＞0
答）cosθ＝［　　
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tanθ＝
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のとき，cosθを求めよ。θは鋭角（0＜θ＜90°）とする。


解）1＋tan2θ＝
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　　1＋(
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　　0＜θ＜90°より　cosθ＞0
答）cosθ＝［　
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Aが鋭角で，cosA＝
[image: image445.wmf]1

5

8

のとき，sinAは
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である。アイを求めよ。

注） 鋭角とは0＜θ＜90°の角度のこと

解）cos2θ＋sin2θ＝1より　cosθ＝
[image: image447.wmf]1

5

8
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よって　sinθ＝
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〔三角関数〕正弦定理
☞　　　正弦定理　
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＝2R　　　　Rは外接円の半径
＊　1）下図についてACの長さを求めよ。
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答）AC＝［　3
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2）上図の外接円の半径を求めよ。
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答）［　3
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〔三角関数〕余弦定理

＊
下図の△ABCでACの長さを求めよ。

となりの辺
となりの辺
となりの辺
となりの辺
解）(対辺) 2＝(はさむ辺) 2＋(はさむ辺) 2－2(はさむ辺)×(はさむ辺)cos(はさむ角)
より求める。（以下解きなさい）

AC2＝62＋42－2×6×4×cos60°

AC2＝36＋16－48×
[image: image459.wmf]1
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＝28

答）AC＝［　2
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〔三角関数〕正弦定理

☞　　　正弦定理　
[image: image461.wmf]s
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＝2R　　　　Rは外接円の半径
＊　1）下図についてACの長さを求めよ。
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答）AC＝［　3
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2）上図の外接円の半径を求めよ。
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答）［　3
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〔三角関数〕余弦定理

＊
下図の△ABCでACの長さを求めよ。

となりの辺
となりの辺
となりの辺
となりの辺
解）(対辺) 2＝(はさむ辺) 2＋(はさむ辺) 2－2(はさむ辺)×(はさむ辺)cos(はさむ角)
より求める。（以下解きなさい）

AC2＝62＋42－2×6×4×cos60°

AC2＝36＋16－48×
[image: image467.wmf]1
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〔三角関数〕三角形の面積

☞　　三角形の面積は

S＝
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absinC＝
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acsinB＝
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bcsinA

二辺とその間の角がわかれば，△ABCの面積が求められる。
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＊　次の［　］をあてはめよ。
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＊　次の△ABCの面積を求めよ。

　　1）
解）二辺とその間の角がわかれば，面積がわかる。
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